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1辺の長さが10cmの 図2のような正方形ABCD

の折り紙で,図1のような飛行機をつくった。正

方形ABCDに おいて,辺 AB,BC,CD,DAの

中点をそれぞれP,Q,R,Sと する。図3の①～

⑦は飛行機の作り方の手順であり,図4は図3の

⑦のつばさPQCTDSを 真上から見た図である。

次の問いに答えなさい。
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図2の折り紙を裏返し,PR
に折り目をつけて,線分PA,

PBが それぞれ線分PR上 に

くるように折る

に重なるように向

こう側に折る

(4)図 4に おいて,線分 PT,QSの 交点を H

の面積を求めなoい。
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裏返 して辺 QCが

辺 SDと 重なるよ

うに折る

(つばさの部分は

平面にする)

とするとき,△PQH

図 5
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辺 PQが 辺 PR上

に重なるように手

順を折る

図 4
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①図4において,辺PQの長さを求めなさし■男りみ P蝙
:

②

(3)

図4において,∠QPSの大きさを求めなさい。 /」
つ

図4の四角形PQCTは ,飛行機を作る前の折り紙のどの部分
になるか。定規とコンパスを用いて図5に作図し,斜線で示

せ。作図に使った線は消さないこと。返上の 「・」は各辺の

中点である。
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